
 

 

令和５年度 学校経営計画書 

                         学 校 名 三次市立河内小学校  

                         校 長 名 児玉 克恵                      

Ⅰ 学校の状況 

学級数 ３ 児童・生徒数 １８ 教職員数 ５ 

メールアドレス kohchi-e@school.miyoshi.hiroshima.jp 

ホームページアドレス http://www.school.miyoshi.hiroshima.jp/elementary/kouchi/ 

 

Ⅱ 学校教育目標 

みよし学園 

小中一貫教育目標 

まちづくりに参画・貢献し，高い志を持つ児童生徒の育成 

（家庭・地域との協働した学びと発信を通して） 

河内小学校 

教育目標 

気づき 考え 実行する 主体的な子供の育成 

～ つながる・挑む・考動する ～ 

 

Ⅲ 自校の使命・存在意義（ミッション） 

コミュニティ・スクールを核に、郷土愛・地域参画・地域貢献を意識した「資質・能力」の

育成を図り“魅力ある学校づくり”を実現させ，地域（保護者）の期待に応える。 

 

Ⅳ 重点事項（努力点） 

【目指す子供像】 キーワード『自律』  

○たがいのよさを認め、支え合い、協働できる子 つながる 

  ○目標に向かって挑戦し，やり遂げようと努力できる子 挑む 

 ○自ら判断し，よりよい方法を考え，行動できる子 考動する 

【育成を目指す資質・能力（みよし学園）】 

○コミュニケーション能力：自分の考えを持ち，他者の意見を受け止め，言葉で伝え合うこ

とを通して，互いを理解し認め合える。 

○協調性：目的と目標を共有し，目標達成のために自分の役割を理解し，他者と協力できる。 

○主体性：自らの夢や志を持ち，自分から行動して新たな価値を生み出し，積極的に貢献し

ようとする。 

 

Ⅴ 中心価値・行動規範 

 

 

【目指す教職員像】 

○「伴走者」として、児童の可能性を信じ、愛情を持って関わる教職員 子供ファースト 

 ○互いに認め合い、感謝し、温かく指摘し合える教職員 同僚性の構築 

 ○授業で勝負し，結果を出せる教職員 プロ意識 

 

【目指す学校像】 

 ○すべての児童が自分の力を出し伸ばす学校 主体性・成長実感 

○安全で一人一人が大切にされる学校 危機管理・人権教育の推進・他者理解 

○保護者・地域と目標を共有し，協働できる学校 コミュニティ・スクール 



 

 

Ⅵ 現状分析 

 

 

外 

 

部 

 

的 

 

要 

 

因 

０（支援的要因） 

【地域】 

・自治連合会を中心

に，伝統的な学校

支援の風土 

・教育力の高い人材

と豊富な地域教材 

・「学校を核とした地

域づくり」を行い

たいという地域の

思い。 

 

【市教委・県教委】 

・明確な方針と施策 

・ICT 等，教育環境の

整備・充実 

・研修機会の創出 

・市費非常勤講師 

・県費特別非常勤講

師 

 

 

 

Ｓ（強み） 

【学校】 

・チームとして校務運営に関わるこ

とができる教職員 

・ICT 教育等，変化に前向きに対応

しようとする教職員集団 

・小規模校のよさを生かした異年齢

集団による活動 

・地域と協働した教育課程 

・表現力向上に向けた教育研究 

・「キャリア教育指定校+事業」によ

る小中一貫した資質・能力の育成 

 

【児童】 

・明るく素直で落ち着いた学習態度 

・学習リーダーを中心に主体的に学

習に取り組む児童 

・地域を愛する児童 

 

【保護者】 

・学校を信頼し，協力的な保護者 
 （学校に対する肯定的評価９５％以上） 
・参観日や学校行事への高い参加率 

・主体的，自治的なＰＴＡ活動 
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支援的要因と強みを生かし

た活動・取組 

○複式の授業改善 

・発達段階に応じたリーダ

ー学習の定着による主体

的な学びの実現 

○キャリア教育の充実 

・育成すべき資質・能力を

共有した地域協働活動や

外部講師の活用により，

各教科・総合的な学習の

時間の学習を充実させる

カリキュラムの開発 

○共育の推進 

・地域・保護者への情報公

開と更なる連携 

・コミュニティ・スクール

化による地域・保護者と

のビジョンの共有と協働 

Ｔ（阻害的要因） 

【地域】 

・児童数の減少 

・指導者層が高年齢

化・固定化 

・保育所の適正化に

よる閉所 

 

【保護者】 

・ＰＴＡ会員数の減

少に伴うＰＴＡ活

動の限界 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｗ（弱み） 

【学校】 

・教頭が担任兼務，完全複式校で職

員数が少なく，職員一人一人の校

務が過重 

・職員の出張，休暇取得時の組織的

な校務運営が困難 

・学校の環境整備に地域支援が不可

欠 

 

【児童】 

・学力の個人差，個別支援を要する     

児童 

・相手の気持ちを考えない言動や自

己中心的な行動 

・大きな場で思いや考えを，自分の

言葉で表現することが苦手 

・社会への興味関心が薄く，経験不

足から，社会事象に対する知見が

浅い。 

 

【保護者】 

・ＰＴＡ会員数の減少 

弱みを克服し，阻害的要因

を回避する解決策 

○個別最適な学びの推進 

・組織的な個別指導と ICT 

の活用による基礎的な知

識・技能の習得 

○「学び合い」のある授業

づくり 

・複式指導のデメリットを

メリットに変える主体的

で対話的な学び方の育成 

○自己肯定感の向上 

・学校行事や作品応募，外

部からの肯定的評価を活

用した達成感，自己有用

感の獲得 

○キャリア教育の充実を中

核としたカリキュラム開

発事業の推進（県教委指定

事業） 

・小中連携したカリキュラ

ムの開発（三次中学校区オ

リジナルカリキュラム） 

・外部人材の活用による多

様な価値への気づき 

 



 

 

Ⅶ 中期経営目標及び短期経営目標 
 中期経営目標 短期経営目標 評価項目 

確
か
な
学
力
の
育
成 

学力の定着・向上 

基礎学力の向上 

・単元テスト平均値 80％以上達成の児童

80％以上 

・公的学力検査における活用力全科目全国

平均以上 

育成すべき資質・能力の向

上 

・「資質・能力」児童意識調査，外部アンケ

ートによる肯定的評価 80％以上 

・学習したことを発表する場を各学年１回

以上設定（参観日，発表朝会，ICT の活

用等） 

豊
か
な
心
の
育
成 

社会性，自己意識の

向上 

自己効力感の向上 

・児童アンケートの「自己効力感」「自己肯

定感」に関する項目において，肯定的な

回答をした児童の割合 80％以上 

児童会活動の活性化 

・児童アンケートの「自己指導能力」に関

する項目において，肯定的な回答をした

児童の割合 80％以上 

健
や
か
な
体
の
育
成 

自律的な生活習慣の

定着と体力の向上 

基本的生活習慣の充実 

・３点固定が定着した児童の割合 80％以

上 

・メディアコントロール実施による達成率

80％以上 

体力・運動能力の向上 
・体力・運動能力調査において，国・県平

均を上回った児童の割合 70％以上 

信
頼
さ
れ
る
学
校 

学校・家庭・地域と

の連携した“魅力あ

る学校づくり”の推

進 

小中一貫教育の充実・発信 

・学校評価アンケートの情報公開における

肯定的評価 90％以上 

・ＨＰや通信等でＣ.Ｓに係る取組を毎月発 

 信 

地域から学校への満足

度・信頼度の向上 

・学校への保護者，地域アンケートの肯定

的評価 90%以上 

・保護者，地域関係者の学校支援活動参加

数 

 
 


